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　1999年度は「日本近代における思想と文学」の中でも，
とりわけ「病」に関することをテーマとし，以下の2点
の成果をあげることができた。
1．「石川啄木における狂一文明への批評と救済一」（「国
際啄木学会研究年報」・3号・2000年3月）
　日本の精神病院はユ875年（明8）年以後に開設された
が，明治時代では島崎藤村の「夜明け前」で有名な自宅
監禁（座敷牢）が中心であった。しかし啄木の小説「札
幌」1908年（明42）には当時まだまだ珍しかった北海道
札幌の精神病棟が描かれ，それをめぐって登場人物に会
話をさせていた。その内容は，同時期の「読売新聞」が
「人類の最大暗黒　疲癩病院」（1903年）として「憐れ」
むとか「恐るべき」という差異を含んで連載された視線
ではなく，「狂人の多くなった丈，我々の文明が進んだ
のだ」とか「普通の人間と狂人との距離がズッと接近し
て来てる様な気がした」という，急激に進歩し複雑にな
った文明社会であるが故に，普通の人間も狂人になりう
るのだという，社会文明の中から狂が産み出されるとい
う視線であり，なおかつ差異性の無いものであることを
指摘した。
　又，「札幌」及びその前後の小説「菊地君」や「鳥影」
や日記などに，神経衰弱になった人物や啄木自身のこと
が記されている。これは狂人になる前の精神の病の状態
を象徴するものとして啄木は考えていたことを指摘し
た。「神経衰弱」という表現は初期の啄木には全く見ら
れず，当時は夏目漱石なども多用した流行表現であった
と同時に，啄木はこの表現を記すようになってから天才
であるというような考え方をやめ，現実的な考え方に変
化していたことも指摘した。
　最後に，狂状態に親しみを込めていた啄木であった
が，発狂したらどうなると考えていたのかを分析した。
それは一貫して発狂したら現実の苦悩から解放，救済さ
れると考えていたのであった。詩「救済の網」，明治39
年，42年の日記にそれらを指摘することができる。この
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考えの原型になったのは，高山樗牛の「永き恋，早ぎ死」
であったが，しかし晩年の啄木にとってそれは単純な逃
避ではなく，厳しい現実生活や社会からの闘いの中から
そう発想せざるをえなかったのであったことを指摘し
た。
2．「『田舎教師』・病の情報を読む」（明治大学人文科学
研究所紀要・第46冊・2000年3月）
　田山花袋の小説「田舎教師」1909年（明42）の中の後
半で描かれる結核をめぐって，以下のことを考察した論
文である。
　12章目に主人公林清三の弟が，明治34年に結核のため
15歳で亡くなっていたが，その時「医師は診断書に肺結
核と書いたが，父母はそんな病気は家の血統にある訳が
ないと言って，その医師の診断書を信じなかった」とあ
る。ここからは当時コッホによる結核伝染説が知識人の
間では知れ渡っていたはずなのに，未だに田舎の人達は
遺伝病という古い考えに縛られていたことがわかる。こ
のような当時の人々の非科学的な迷信がこの作品には
「蘇鉄の実」「御祈祷」等幾つか描かれていることを指摘
した。
　次に明治時代結核を描いた小説である広津柳浪「残
菊」，徳富薦花「不如帰」，永井荷風「新任知事」におけ
る結核の描写では，喀血の描写もあるが，咳，熱，青白
いという特徴でも結核は予想されていた。ところが「田
舎教師」では，弟が15歳で結核で死んでおり，又，「次
第に痩せ衰えて顔は日に日に青白くなった」とあるにも
拘わらず，羽生の原医師と，二番目の名前の記されるこ
とのない医師は診断することができないでいた。三番目
の行田の原田医師にかかってやっと結核と診断されたの
であった。何故，前の二人の医師は診断できなかったの
かを検討した。当時の医療技術ではレントゲンは東大病
院くらいしかなく，聴診器等で，聴診，問診，打診など
をするのが中心であった。ただし少し専門的になると顕
微鏡による喀疾検査をすることができた。しかしこの検
査のことは作品には記されていない。故に当時の診断は
難しかったし，治る薬もなかったので正式な病名を告げ
なかったということも考えられるが，私はあえて前の二
人の医師は誤診をしたのであると考え，原田医師との最
大の相違を指摘した。それは原田医師が東大医学部出身
の「医学士」であり，前の二人は漢方医あがりの検定試
験合格医であったということである。当時の医師養成シ
ステムの複雑さがその背景にあった。
　いわば「田舎教師」は林清三が貧しいが故に友人のよ
うに上級学校に入ることができなく病で夫折するという
作品であったが，実はもう一つ彼がかかることになった
医師の世界の学歴が問題にされていた作品であったこと
を指摘した。
